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大
分
県
豊ぶ
ん

後ご

高た
か

田だ

市し

は

本
年
度
よ
り
、
子
ど
も
が
誕
生

し
た
世
帯
に
支
給
す
る
「
子
育

て
応
援
誕
生
祝
い
金
」
を
大
幅

拡
充
し
、
第
４
子
以
降
は
以
前

の
10
倍
の
１
０
０
万
円
に
引
き

上
げ
て
い
る
。
子
ど
も
を
望
む

世
帯
の
経
済
的
負
担
を
緩
和

し
、
人
口
増
に
つ
な
げ
る
狙
い

で
あ
る
。
当
市
は
、
４
年
連
続

で
転
入
が
転
出
を
超
過
す
る

「
社
会
増
」
を
実
現
し
、「
住
み

た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
総
合
部
門
第
１
位
で
あ
る
。

　

全
国
の
子
育
て
支
援
や
人
口

減
少
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る

先
進
自
治
体
の
総
て
が
出
産
祝

金
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

私
は
、
本
市
で
の
出
産
祝
金

第
３
子
以
降
２
０
０
万
円
を
給

付
す
る
制
度
創
設
を
、
繰
り
返

し
提
案
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

 

出
生
数
の
減
少
が
著
し

く
、
将
来
的
な
人
口
減
少
が
一

層
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
が
、
出
生
数
を
増
加
さ

せ
る
特
効
薬
は
な
く
、
中
長
期

的
な
施
策
展
開
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　

紹
介
い
た
だ
い
た
豊
後
高
田

市
の
、
子
育
て
応
援
誕
生
祝
い

金
制
度
を
参
考
に
、
多
子
世
帯

の
経
済
的
負
担
軽
減
及
び
出
生

数
の
増
加
策
の
一
つ
と
し
て
、

現
在
策
定
中
の
第
２
期
佐
渡
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
案
づ
く
り
の
中
で
検
討
す

る
。 

一
等
米
比
率
が
急
落
し

て
い
る
が
、
差
額
補
填
を
受
け
る

に
は
品
質
方
式
共
済
に
加
入
農

家
の
申
請
が
必
要
で
あ
り
、
早

急
な
申
請
の
周
知
を
求
め
る
。

 

猛
暑
に
よ
る
品
質
低
下

を
非
常
に
心
配
し
て
い
る
。
提

案
の
農
作
物
共
済
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
刈
り
取
り
完
了
前

ま
で
の
申
請
が
必
要
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
周
知
方
法
が
可
能

か
、
農
業
政
策
課
に
指
示
す
る
。

 

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
に

つ
い
て
、
全
協
で
は
国
県
市
で

建
造
に
つ
い
て
様
々
な
支
援
制

度
活
用
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い

る
。
佐
渡
汽
船
は
ジ
ェ
ッ
ト

フ
ォ
イ
ル
を
発
注
し
た
の
で
は

な
い
か
と
仄そ

く

聞ぶ
ん

す
る
が
事
実

か
。 

契
約
は
来
年
５
月
頃
予

定
で
契
約
の
事
実
は
な
い
。

 

佐
渡
汽
船
が
流
用
予
定

の
パ
ー
ツ
と
は
何
か
。

 

エ
ン
ジ
ン
、
水
中
翼
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
、

シ
ャ
フ
ト
等
だ
。

 

こ
が
ね
丸
売
却
は
６
億

円
の
予
定
だ
っ
た
と
聞
い
た

が
、
実
際
は
い
く
ら
で
売
れ
た

か
。 

こ
が
ね
丸
の
売
却
金
額

は
11
億
７
５
０
０
万
円
と
聞
い

て
い
る
。

 

川
重
Ｊ
Ｐ
Ｓ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ

ル
の
寿
命
に
つ
い
て
「
通
常
船

舶
は
長
年
使
用
す
る
と
、
船
体

が
腐
食
し
た
り
、
エ
ン
ジ
ン
性

能
が
落
ち
た
り
し
て
引
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。
し
か
し

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
本
体
は
ア

ル
ミ
合
金
で
腐
食
に
は
極
め
て

強
い
上
、
エ
ン
ジ
ン
は
一
定
期

間
ご
と
に
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
・

ニ
ュ
ー
し
て
、
常
に
新
品
と
同

じ
性
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
船

齢
が
高
く
な
っ
て
も
性
能
や
経

済
性
が
落
ち
る
こ
と
は
な
い
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
佐
渡
汽
船

の
船
価
の
35
億
円
は
船
体
が
新

品
か
。

交
通
政
策
課
長 

船
体
は
新
品
だ
。

 

船
体
中
古
、
エ
ン
ジ
ン

中
古
、
そ
の
他
パ
ー
ツ
流
用
で

い
く
ら
に
な
る
か
。

交
通
政
策
課
長 

聞
い
て
な
い
。

伊
藤
副
市
長 

把
握
し
て
な
い
。

 

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の

発
注
は
な
く
と
も
協
議
中
の
理

解
で
良
い
か
。

交
通
政
策
課
長 

打
ち
合
わ
せ
は

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

 

起
工
式
は
い
つ
か
。

交
通
政
策
課
長 

令
和
２
年
５
月

頃
契
約
、
翌
年
５
月
起
工
と
書

い
て
あ
る
。

 

川
崎
重
工
へ
の
エ
ン
ジ

ン
搬
入
は
い
つ
に
な
る
か
。

交
通
政
策
課
長 

令
和
３
年
夏
の

繁
忙
期
終
了
後
、
ぎ
ん
が
を
持

ち
込
ん
で
、
エ
ン
ジ
ン
を
搬
入

す
る
と
聞
い
て
い
る
。

ジェットフォイル価格

船体
エンジン
水中翼等※

価格

東海汽船
新品
中古
─
50 億

佐渡汽船
新品
中古
中古
35億

中古
中古
中古
？

※水中翼等、前後水中翼、ウォータージェットポンプ、ハイスピードシャフト

子育て応援誕生祝い金で最大100万円を支給
子どもの誕生を祝い、健やかな成長を願うとともに、多子世帯の経済的負担の軽減を図ります。

【対象者】 市内で、平成31年4月1日以降に誕生したお子さんを養育している親。
【交付額】

区分 4か月に達した時 1歳に達した時 2歳に達した時 3歳に達した時 支給合計
第1子・第2子 10万円 ─ ─ ─ 10万円

第3子 10万円 20万円 20万円 ─ 50万円
第4子以降 10万円 30万円 30万円 30万円 100万円

大分県豊後高田市ホームページ★4年連続で人口の社会増を実現！

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

出
産
祝
金
２
０
０
万
円
給
付
と

品
質
共
済
周
知
を

佐
渡
汽
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
に

つ
い
て

近
藤
　
和
義
　
議
員

渡
辺
　
慎
一
　
議
員
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厚労省公表の「再編統合が必要な病院」について
金田　淳一　議員

質問  ①厚労省公表の再編統合が必要な病院について、国は具体的に何を求めているのか。②地域医療構想
の改正が必要ではないか。③両津病院新築移転に影響が出るのではないか。
市長  ①2025年を見据えた医療機関としての役割、機能別の病床数の再検証を求めている。②協議中の佐渡

地区医療構想では、国が求めている病床数や機能の検討・再編成は盛り込み済である。③新築移転は病床
数を99から60へ減床し、リハビリ強化を含めた地域包括ケア病床を設けるなど、国の求める方針を先取り
する形で構想したもので、計画変更には当たらないと考える。
質問  この議論はどこの場でするのか。想定を超える速さで進む医療需要の減少と医師・看護師不足により、

病院経営は赤字に苦しんでいる。稼働病床60への減床は既に実施されていて、国がそれをどう見てるかは
不明だ。再検証が必要ではないか。
副市長  県の調整会議においてかなりの頻度で進められ、その都度必要病床数は見直されてきている。人口

や医療機関の動静によっても変わってくるし、両津病院についても話が具体化していくうちに市民の医療
ニーズに合った形となると思われる。

一等米比率急落、農家の救済を求める
近藤　和義　議員

質問  ①佐渡コシヒカリの現時点での一等米比率。②県同様に佐渡市でも相談窓口が必要ではないか。
　③今後の支援内容を早急に検討すべきではないか。
市長  ①JA佐渡管内においては９月26日現在の一等米比率は48.4％、JA羽茂管内では９月25日現在42.0％と

の報告を受けている。②相談窓口については佐渡市でも担当課が窓口となり県との相談内容等の情報共有
をし、一体となり積極的に対応する。③支援内容は、関係機関と協議する。
質問  一等米比率は、過去10年間で最も作況指数が低く不作であった昨年で

も77.2％を確保し、一昨年は89.3％であった。本年は高温障害による大災
害であり、危機的状況の農家への運転資金の無利子融資制度を創設すべき
ではないか。
市長  無利子融資等については、昨年とこれまでも不作の時にはＪＡと一体

となり支援方法を打ち出しているので、今回もその状況を見ながら検討し
具体策を練りたい。

　平成30年度の佐渡市の決算認定の14案件について、決算審査特別委員会
を設置して審査することに決定しました。
　12月定例会までの閉会中に審査が行われ、12月定例会の本会議で採決さ
れる予定です。

決算審査特別委員会

委 員 長 山田伸之
副委員長 宇治沙耶花

委 　 員
後藤勇典　伊藤剛　上杉育子　稲辺茂樹　荒井眞理
金田淳一　中川直美

決
算
審
査

特
別
委
員
会

を
設
置

緊 急 質 問
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請願・陳情の処理状況  
　平成31年第１回（２月）定例会で採択した請願、陳情に対しての市の対応状況を報告します。

 請願第１号 　�相川認定こども園（仮称）建設についての請願
主管課　子ども若者課
◆処理経過及び結果
　相川中学校下の市有地を建設地として、2022年の開園に
向けて業務を進めている。
　令和元年度は、地質調査及び測量業務について、６月12日
に契約締結し、実施している。10月上旬に基本計画策定業
務委託の入札を行う予定で、計画策定後に造成工事の実施
設計、園舎建設の基本設計を行う予定である。

 陳情第７号 　�畑野の図書室の充実に関する陳情
主管課　教育委員会社会教育課
◆処理経過及び結果
　畑野図書室の畑野行政サービスセンターへの移転については、教育委員会移転後、
平成31年度から４階部分について総合教育センターの専用施設として活用しているこ
と、また、他の階についてもサービスセンター機能の維持に必要であることから困難で
あると考えている。
　なお、現在の畑野図書室については、図書室に隣接する倉庫の整理等により、図
書室内閲覧場所の拡大や、カウンターの設置によるレファレンス機能の充実等、利用
者の方の利便性の向上に努めて参りたいと考えている。

 陳情第８号 　�あすなろ教室の畑野移転についての陳情
主管課　教育委員会学校教育課
◆処理経過及び結果
　適応指導教室「あすなろ教室」については、保護者説明会やアンケートを実施し、利用者の意見を聞きながら
希望する教室に通うことができるよう配慮している。
　今後も、児童生徒及び保護者の希望を確認しながら対応する。

請願・陳情の提出期限について 
お知らせします

　請願・陳情は、原則的には定例会において対応するものと
しています。
　当該定例会告示日（議会招集日の概ね８日前）まで
に受理したものについて、その取扱いを議長の意見を付した
上で、議会運営委員会に諮って決定します。
　ただし、緊急性があり、かつ、次期定例会に持ち越すことが
適当でないものにあってはこの限りではありません。この場合
の緊急性の可否については、議会運営委員会で決定します。
★詳細については、議会事務局へお問い合わせください。

　議会の本会議は公開されています。
議場の受付で住所・氏名などを記載してい
ただき、傍聴ができます。お気軽にお越しく
ださい。
　議場は佐和田行政サービスセンター３階、
傍聴席は４階です。なお、議会の本会議の
日程については、議会事務局へお問い合
わせください。

議会の傍聴に
お越しください
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 要望・意見に対する市の対応状況

第４回 定例会
財産の無償貸付について（新穂潟上温泉）
 意見・要望 　新穂潟上温泉のみならず、温泉・入浴施設に対す
る市の方針に一貫性が見られない。よって、市においては方針
を明確にするために、早急に温泉・入浴施設に関するビジョン
を策定されたい。
　　また、今後においては休館などの事態によって市民生活に影
響を生じさせないよう、市としての責務を果たされたい。

 対応状況 　平成19年度の健康保養センター等運営委員会から
の建議に沿って、これまで市有温泉施設を管理運営してきた
が、温泉事業を取り巻く環境は著しく変化しており、改めて、
現状の把握及び課題の分析を行い、中長期的な計画策定をす
るための経費を、９月定例会に補正予算案として計上している。
　　今後、策定した計画に従い、市有温泉施設の管理運営を行
っていく。

令和元年度佐渡市一般会計補正予算（第４号）について
２款総務費　１項総務管理費　９目コミュニティ活動推進費　新たな地域活性化人材づくり推進事業について

 意見・要望 　市内で意欲のある若者を公募し、市内で起業や佐渡の活性化を担う人材を創出するための教育プロ
グラムを提供する新規事業であるが、教育プログラムを構築して事業を執行する体制が脆弱である。効果のある
体制を再構築した後、当委員会に報告し、了承するまでは本事業の予算を執行しないことを求める。

 対応状況 　７月３日開催の産業建設常任委員会において、見直し後の事業概要を報告し、了承を得た。

第5回 臨時会
財産の無償譲渡について（伝統文化と環境福祉の専門学校）
 意見・要望 　本案は６月定例会で上程され、連合審査により一度撤回された議案に関連するものである。当該法人
と市との連携不足により、専門学校の事業譲渡の契約締結後に当該法人が市に連絡を入れたことは遺憾である。
また、そのことを３か月も議会に報告しなかったことは議会軽視と言わざるを得ない。今後、このようなことがない
よう当該法人と連携を密に行うとともに、この案件に限らず議会への報告を怠ることがないよう改善することを強
く求める。

 対応状況 　当該法人と覚書を締結し、その中で連携を密にしていくことを明記した。また、今後は、議会への報告
を怠ることのないよう十分に注意する。

　令和元年第４回定例会及び第５回臨時会において、常任委員会が議案に対して付した要望、
意見に対しての、市の処理状況を報告します。


